土木学会

震災がれきの処分と有効利用に関する調査研究小委員会
第8回委員会　議事録（案）
日時：2013年10月28日（火）14：00〜17：00
場所：スクワール麹町　5階　寿の間
出席者：久田委員長，丸屋幹事，大崎，尾形，小川，北辻，椎名，杉橋，寺村，平嶋，皆川，渡辺の各委員，小林幹事長
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議事：
1. 委員長挨拶

2. 議事録の確認
　小林幹事長より，前回委員会の議事録の確認がなされ，了承された．なお，前回委員会後に，東北での報告会開催日が7月4日から7月18日へと変更になっている．
3. 今後のスケジュールの確認
11月20日13時〜18時　第9回委員会（読み合せ）


↓年内に修正，小林幹事長に提出，統合作業
（1月22日コンクリート委員会常任委員会にて説明，審議）



↓約1か月間，意見照会

2月27日14時〜17時　第10回委員会（意見対応の審議）


↓最終版の作成

（3月18日コンクリート委員会常任委員会にて再審議，出版承認）

5月23日　成果報告会（土木学会講堂）
7月18日　成果報告会（仙台）

4. 原稿の執筆状況の確認
　現在までの原稿入手状況を確認し，以下の対応を取ることとなった．

· 委員名簿など→小林幹事長
· 1.1　はじめに→久田委員長

· 1.3　本委員会の活動目的→小林幹事長

· 3.2.4　宮城東部ブロック→かなり古いので，現在のフォーマットに沿った修正を藪田委員に依頼

5. 報告書内容の審議

第1章（資料8-3）

· 日建連とJAPICは削除する．

· 地盤工学会については，復興資材の使用に関する提言を行う委員会が発足しているので，それについて追記する．

· 東北地方の学協会（支部）の活動について，新たに節を立てる．

第3章

· 資料8-4-1-2の内容を，3.1節に組み込むように，北辻委員から田中委員に依頼する．

· 3.2節の7ページ目「(5) 再生資材の活用」は，2章に移動する．

· 「3.3　福島県」において，放射性廃棄物の取り扱いがやや不明確である．「震災廃棄物」には放射性廃棄物は含まれないことを，かなり強く書く必要がある．

➡北辻委員と寺村委員から具体的な修正案を提案する．
第4章
· 「4.1　焼却灰」については，灰そのものの分析結果と造粒物の分析結果を書く．その上で地域差や焼却方法の影響を記す．

第5章

· 5.1.2の高分子材料による洗浄については，椎名委員から渡邉委員に情報を提供する．5.1.4の溶融技術については，平嶋委員が以前に田中委員へ送った情報をあらためて渡邉委員に送る．
· 表5.2.1.1において不明である，各サイトでの固化・不溶化材の種類について，各社の情報を大崎委員に送付する．

· 「5.2.2造粒・固化」で紹介されているEIRICH社のミキサーについて，使用実績の有無を杉橋委員が調査し，皆川委員に連絡する．

· 「5.3.1コンクリートがれき」については，最も使用実績の多い「路盤材・かさ上げ材」を最初に紹介する．

· 同じく5.3.1項で紹介されているCSGについては，本来ダムの工法であるため，問題がないか確認する必要がある．

· 「5.3.3がれき焼却灰（主灰）の利用」については，スラグと混合した例があるので，これを追加する．

· 5.3.4項については，使用実績の多い植生基盤としての利用に関する記述を追加する．

· 5.4節は，会場で使用する場合と陸上で使う場合とでは環境基準値が3倍異なることを加筆する．地盤についても加筆する．
第6章
· 資料8-7の前半部分は第2章へ移動する．

以上　
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